
『PCA 法定調書シリーズ』

Ver.1.0 Rev.6.25 プログラムでの主な機能強化・仕様変更点
KDH 20231101

主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。

操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。

◇税制改正対応

o 令和5年の源泉徴収票（給与支払報告書）の変更に対応しました。

o 控除対象扶養親族の区分の記載方法の変更に対応しました。

o 給与支払報告書の摘要へ退職所得がある家族を出力します。

◇「支払調書1」－「給与所得の源泉徴収票」

o 住宅借入金等特別控除で控除の種類に特例居住用家屋、特例認定住宅等に該当する選択肢を追加しました。

o 「単票用紙給与支払報告書（個人別明細書）」、「単票用紙電子申告用（受給者交付用のみ）」、「応用用紙（単票）（受給

者交付用のみ）」でA4横1枚に2名分出力できるようになりました（印刷後に切り離してお使いいただけます）。

■互換性に関する変更点の有無について

<<データ領域の更新について>>

下記のデータ構造を追加・拡張したため、データ領域のバージョンを「2.30」に更新します。

・社員情報（家族）（拡張）

<<汎用データの変更について>>

社員情報（家族）のデータ構造を拡張したため、バージョンを「4」に更新します。

・退職手当の有無、所得の見積額（退職所得除く）、留学の有無、生計を一にする事実を追加

給与所得の源泉徴収票のデータ構造を拡張したため、バージョンを「5」に更新します。

・住宅借入金等特別控除区分（1回目）、住宅借入金等特別控除区分（2回目）を変更


